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■第１節 基本方針 

Ⅰ．将来像実現のための柱 

 

「まちの将来像」（第６期音更町総合計画）を実現するために、以下に 5 つの柱と、それに伴う

主な視点を掲げます。 

 

 

市街地の周囲は、優良な農用地、河岸段丘、十勝川や音更川に囲まれているなど、自然環境に非

常に恵まれています。 

今後ともこれらを保全していくとともに、自然に対する意識の高揚を図り、自然と共生するまち

づくりを進めていきます。 

 

【主な視点】 
○無秩序な都市的土地利用の抑制と、優良な農用地・樹林などの保全 

○河畔など自然を軸に公園緑地を適正に配置 

○レクリエーション・防災など、都市機能向上のための緑の確保 

○自然とふれあい学ぶ機会の提供による町民意識の高揚 

○環境負荷の低減と資源循環型社会の形成 

○都市計画区域外における幹線道路沿道の土地利用方向の検討 

○集客施設周辺における公園緑地整備 

 

 

 

本町は 1 市 3 町の帯広圏で都市計画を進め、都市機能の強化に努めてきました。将来にわたっ

ても、その機能を大切にするとともに、本町の持つ市街地の特性や課題を十分に踏まえ、都市の健

全な発展を促す効率的かつ機能的な土地利用・基盤整備及び災害対策を進めていきます。 

 

【主な視点】 
○連続性確保による効率的な市街地の形成（音更・木野間の国道 241 号沿いの工業系土地利用に

よる市街地の一体的な形成） 

○圏域を結ぶ骨格的道路網の整備 

○冬季間の積雪に配慮したまちづくり 

○市街地の特性を踏まえた、機能的かつ適切な土地利用の推進 

○市街地内未利用地などを活用した、新たな土地利用の検討 

○都市機能向上のための国道 241 号の円滑性・安全性の確保 

○北海道横断自動車道音更帯広インターチェンジを活用した魅力発信エリアの形成や、追加インタ

ーチェンジ「（仮称）長流枝スマートインターチェンジ」の整備推進 

○災害リスクに対応可能なまちづくり 

  

＜都市機能の強化＞ 都市機能を維持し、災害に強いまちを目指す 

＜自然との共生＞ 都市機能と自然環境のバランスを活かす 
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誰もが安心して住み続けられる生活環境は、まちづくりの基本的要素と考えられます。 

町民の高い定住希望意識を踏まえながら、良質かつ適切な規模の居住地の確保や日常生活サービ

ス向上のための施設整備を進め、生活環境の向上を図っていきます。 

また、世代や分野を越えた地域コミュニティの活性化についても検討していきます。 

 

【主な視点】 
○将来的な住宅需要に対応した市街地の適切なマネジメント 

○良質な住環境の維持・形成（地区計画の導入など） 

○生活道路の整備や、適切な維持補修による道路網の充実 

○計画的な公園整備、維持管理 

○生活利便機能の向上 

○文化・教育・福祉ほか公共施設の整備・充実 

○良質な住宅の整備促進 

○安全性・快適性向上のための生活サービスの充実 

○地域コミュニティの活発化と多世代・多分野交流促進のための場づくり 

 

 

 

 

温泉地としての良好な市街地形成に向け、平成 18 年 3 月に市街化区域に編入した十勝川温泉地

区は、その泉質とともに平原の中の温泉として全国的に名を馳せており、毎年多くの人々が訪れて

います。 

平成 30 年度に策定した、十勝川温泉観光開発計画により、観光区域内において、地域全体の観

光振興に寄与する施設の立地が可能になっています。 

今後も本町を代表する観光拠点との位置付けのもと、新たに登録された道の駅を中心とした再整

備により活力ある温泉街づくりを進め、市街地としての機能強化を図っていくとともに、レクリエ

ーション・レジャー空間としての魅力を高めていくこととします。 

 

【主な視点】 
○温泉市街地における観光地としての土地利用推進と再整備による魅力向上 

○温泉市街地における町民の利便性や生活基盤の維持・向上 

○ワーケーションなど温泉資源を活用した新たなビジネスモデルの模索 

  

＜生活基盤の充実＞ 安全・安心で快適に過ごせる定住環境の整備 

＜観光交流の促進＞ 十勝川温泉市街地の魅力向上と地域資源の活用 
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本町は就業の場が少なく、圏域でも特に就業場所の町外依存率が高くなっています。 

就業場所の確保は町民からも多く望まれていることから、農業をはじめとする地場産業や製造業、

交通利便性を活かした流通型工業の振興ほか、農商工観・産学官連携などを推進し、新たな産業の

創出による経済の活性化と雇用の拡大に向けて新たな工業団地の位置づけを行います。 

また、本町の農畜産物と地場産品の販売および魅力発信のため、音更帯広インターチェンジ周辺

の「魅力発信エリア」をはじめとした拠点づくりに努めます。 

 

【主な視点】 
○農業の振興（優良な農用地の保全） 

○農商工観連携、産学官連携、グリーンツーリズムの推進 

○地場資源型製造業などの振興（需要を見据えた適切な規模の工業系市街地の確保ほか） 

○交通利便性を活用した流通型工業地の拡充整備 

○農畜産物、地場産品をＰＲ・販売する新たな魅力発信拠点づくり 

○都市部と農村部の交流など、地域の産業とふれあえる場づくり 

○新たな道の駅の整備 

 

※以下、国道 241 号については、街路名「音更大通」を「国道 241 号」、街路名「帯広北新道」を「帯広北バイパ

ス」と表記します。 

 

＜産業振興＞ 地場資源・交通利便性を活かした産業の創造 
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Ⅱ．「音更町都市計画マスタープラン」全体構想のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜まちの現況＞

■人口・世帯

• 人口は約４万５千人と道内で最大の町。（市を含めると道内18番目の自治体）

• これまで人口増加していたが、減少傾向に転じた。

■地勢など
• 「音更」の町名の由来にもなっているように、「美しく豊かな川」が特徴である

• 十勝平野の中央に位置しており、一部の丘陵地を除いては、ほぼ平坦な地形条件にある

• 市街地の周囲は、農用地や樹林、河川など、緑豊かな自然環境にある

■産業など
• 農業が基幹産業であり、中でも小麦は生産量・作付け面積ともに日本最大である

• 製造業については、地場資源型の食品加工業が中心であり、総出荷額の８割以上を占めている

• 道東を代表する温泉観光地である「十勝川温泉」を有している

■市街地特性
• 帯広市に隣接している

• 市街地が、音更・木野・宝来・温泉と大きく４分されている

• 自動車が交通の主体となっている

• 北海道横断自動車道のインターチェンジが市街地に隣接しているなど、道路交通の利便性は非常に高い

• 図書館･公民館ほか公共施設が充実しており､郊外型商業施設が国道241号沿道に多く立地しているな
ど､日常生活の利便性が高い
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〔圏域との調整・整合〕 帯広圏都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針、ほか

〔部門別の関連計画〕 緑の基本計画、住生活基本計画、いき生きプラン21、

十勝川温泉観光開発計画、ほか
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自然との共生

都市機能と自然環境の

バランスを活かす

（総合計画 基本目標②関連）

都市機能の強化

都市機能を維持し、

災害に強いまちを目指す

（総合計画 基本目標②関連）

生活基盤の充実

安全・安心で

快適に過ごせる

定住環境の整備

（総合計画 基本目標②⑤関連）

観光交流の促進

十勝川温泉市街地の

魅力向上と

地域資源の活用

（総合計画 基本目標①関連）

産 業 振 興

地場資源・交通

利便性を活かした

産業の創造

（総合計画 基本目標①関連）
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＜上位計画＞ 第６期音更町総合計画

基本目標① 経済の好循環でつくる元気あふれるまち

基本目標② 都市と自然が共生する持続可能な住みたいまち

基本目標③ 生きる力、支える力を育むまち

基本目標④ 健やかで心ふれあう、やさしさに満ちたまち

基本目標⑤ みんなが参加できる協働のしくみでつくるまち

＜町民の意向＞

○ 現地区への定住意向：「定住希望」が約７割

○ 満足度の高い項目：「住宅地環境」「学校利便」

○ 重要度の高い項目：「災害安全性」「医療福祉利便」

○ 重点改善分野：「災害安全性」「バス利便」「幹線道路」「生活道路」「徒歩利便」

○ 将来の不安：「バスの減便」「医療施設撤退」「災害の発生」

○ 市街地の方向性：現状維持を推す意見が多い。
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Ⅲ．将来都市構造 

 

第 6 期音更町総合計画で検討された「まちの将来像」の実現に向けて、本町の都市構造の基礎と

なる「土地利用」、「交通の骨格」、「緑の骨格」について、将来のあり方を示します。 

 

１．土地利用  

 

本町の都市計画区域は、「音更地区」、「木野地区」、「宝来地区」、「温泉地区」の約 6,290ha であ

り、その内訳は、市街化区域が 1,083ha、市街化調整区域が 5,207ha となっています。（令和３

年 3 月末現在） 

音更町都市計画マスタープランでは、本町の財産といえる良好な自然環境に配慮した効率的かつ

効果的な土地利用の推進を目指し、都市計画区域外においては原則的に都市的土地利用を抑制して

いくことと考え、一方、都市計画区域内においては都市計画法の趣旨により、「整備、開発及び保全

の方針」に基づいた適切な土地利用を図っていくことを基本とします。 

将来市街地も含めた市街化区域については、農用地などの周辺自然環境の保全を前提に、産業及

び人口の動向や土地利用需要を的確に見極め、住宅地については上述の既存市街地の内部充実を中

心とした合理的な土地利用を促進していきます。また、土地利用の方向性を明確にし、住居系や商

業系、工業系など、計画的で調和のとれた市街地形成を図っていきます。 

音更・木野間の連続性については、国道 241 号沿いに工業系土地利用を図ることで実現してい

きます。 

市街地の周辺部については「市街化調整区域」として優良な農用地や豊かな樹林の保全を行い、

本町の基幹産業である農業の発展を促すとともに、自然環境への配慮や田園景観の確保・創出を図

っていきます。 

将来市街地も含めた土地利用構想図は、次のページに示すとおりです。 
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２．交通の骨格 

 

本町では良好な交通条件も伴って、商業施設や医療施設などの立地が図られているとともに、道

東を代表する観光地である「十勝川温泉」を有していることなどから、圏域他都市からも観光及び

日常生活の面で多くの人々が訪れており、道路交通を主軸とした周辺都市との連携が確保されてい

ます。 

また、北海道の高速道路交通の骨格といえる北海道横断自動車道（道東自動車道）の「音更帯広

インターチェンジ」が市街地に隣接して整備されており、さらに「（仮称）長流枝スマートインター

チェンジ」が郊外部に整備される見通しとなっており、今後、利便性のさらなる向上が期待されま

す。 

このような状況から、広域との連携強化に伴い増加が見込まれる交通量への円滑な対応を目指し、

道路の骨格としては「帯広圏都市計画道路構想図（平成 30 年（2018 年）10 月作成）」を踏まえ

た主要幹線道路・幹線道路網を位置付け、産業及び生活、観光など圏域の今後の土地利用と整合し

た総合的な交通網により、さまざまな都市活動を支えていきます。 

 

【図】帯広圏都市計画道路構想図 
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３．緑の骨格 

 

本町は広大な十勝平野のほぼ中央に位置しており、周囲を東大雪や十勝川、優良な農地に囲まれ

ています。また、本町の東端には南北に走るオサルシナイ丘陵地帯が位置しているなど、豊かな緑

や自然環境に恵まれています。 

特に河川については「十勝川」をはじめ、「士幌川」、「然別川」、「音更川」などがあり、美しい水

辺空間を創出しています。 

これらを踏まえ、本町の緑や自然の骨格形成にあたっては、十勝川河畔や音更川河畔、河岸段丘

林といった、快適な都市生活を支える音更らしい緑の軸構成を基本としながら、核となる総合公園

や運動公園ほか、地区内あるいは街区内居住者のための公園を適切に配置・整備し、緑の持つ環境

保全機能、レクリエーション機能、防災機能、景観構成機能を最大限に活用するなど、「音更町緑の

基本計画」に基づいた、豊かでうるおいのある都市づくりを推進していきます。 
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